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大規模な反日デモは、中国各地に広がった（９月 日 ブルームバーグ）
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□９月 日（月）　□
　

■河西工業、タイ洪水リスク対策
生産拠点分散／一部は海外移管

　

　河西工業は、タイで洪水リスク対策を
強化する。既存拠点に加え、南部で自動
車部品の生産を始めた。また、サンバイ
ザーの生産拠点を海外に分散。供給を継
続できる体制を整える。 （６面）
　

□９月 日（火）　□
　

■サービス産業の海外進出支援
経産省／アジアで経営者交流

　

　経済産業省は、サービス産業の海外進
出を促進するため、「日本・アジアサー
ビス産業経営者学習交流事業」に乗り出
す。第１弾はベトナムに 月派遣団。現
地関係者らと交流・相互学習。（１面）
　

■日野自、部品を相互供給
インドネシアとタイ

　

　日野自動車は、トラックの生産で、イ
ンドネシアとタイを軸とした一体的な部
品調達基盤を構築する。一方の国で集中
生産し、相互供給する仕組みを整えてコ
ストを削減。部品の２割に。 （５面）

　

■インドに販売・ＯＥＭ調達会社
宮川工業／多軸アタッチメントなど

　

　宮川工業は、インド・プネに販売とＯ
ＥＭ調達の子会社を設立した。自社製の
多軸アタッチメントや面取り機、治具、
ポンプなどの他社日本製品も含めてイン
ドや東南アジアで販売する。 （６面）
　

□９月 日（水）　□
　

■ＳＵＳ、タイ第４・５工場
ＦＡ機器／一貫生産体制

　

　ＳＵＳは、東南アジアでＦＡ用機器・

装置の製販体制を強化する。タイ工場
に、第４、第５の新工場２棟を３年かけ
て順に建設、一貫生産体制を構築する。
ミャンマーでの生産も検討。 （７面）
　

■インドのコンサル増員
野村総研／日系の需要取り込む

　

　野村総合研究所は、コンサルティング
事業を展開するインド・デリーの現地法
人で、コンサルタントを数十人に増や
す。現地人材を採用し教育、日系企業が
求める水準に引き上げる。 （９面）
　

■シンガポール撤退
ジャパン・ティッシュ／再生医療品

　

　ジャパン・ティッシュ・エンジニアリ
ングは、９月末にシンガポールの駐在員
事務所を閉鎖する。シンガポール当局か
ら、日本で承認された再生医療品を当面
審査しないとの通達。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■航空・旅行－ミャンマーを開拓
ＡＮＡ、直行便／ＨＩＳ、支店開設

　

　航空会社や旅行会社は「東洋最後のフ
ロンティア」ミャンマーを開拓。エイチ
・アイ・エスは 月にも支店を開設、全
日本空輸も 月、 年ぶりに成田空港と
ヤンゴンを結ぶ直行便を再開。（ 面）
　

■味の素、インドネシアに新工場
％増強／輸出拠点にも

　

　味の素は、インドネシア・カラワン工
業団地内に、風味調味料の工場を新設す
る。生産能力を ％増強。現地の需要拡
大を見込むとともに中東・北アフリカな
どイスラム圏への供給拠点に。（ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■インドネシアで生産
プレス工業／トラック・建機部品

　

　プレス工業は、インドネシアでトラッ
ク部品と建設機械部品の生産を始める。
新工場が完成し、トラック用フレームや
アクスルなど商用車部品の設備を導入。
年末にも生産を始める。 （５面）

　

■カンボジアに工業用ミシン拠点
ＪＵＫＩ／縫製メーカー進出

　

　ＪＵＫＩは、カンボジア・プノンペン
に工業用ミシンの販売・サービス拠点を
月に開設する。人件費の安いカンボジ
アでは、韓国や台湾の縫製メーカーの進
出が相次いでいる。 （７面）
　

■富士フイルム、フィリピン現法
医療機器・デジカメ・刷版を直販

　

　富士フイルムは、フィリピンのマカテ

ィ市に営業やマーケティング活動の現地
法人を設立した。デジタルカメラ、画像
診断機器などの医療機器やオフセット印
刷用刷版プレートを直販。 （ 面）
　

□９月 日（月）　□
　

■インドネシアに再進出
パイオニア／年産 万台

　

　パイオニアは、インドネシアに再進出
する。駐在員事務所を 月上旬に設立し
て市販向けカーオーディオの販売体制を
強化する。現地企業に委託する形で生産
を始める。年産 万台。 （９面）
　

□９月 日（火）　□
　

■ＪＦＥ、インドネシアに工場
車用鋼板／ジャカルタ近郊

　

　ＪＦＥスチールが、インドネシアに自
動車用溶融亜鉛メッキ鋼板の生産拠点を
新設する検討。ジャカルタ近郊の工業団
地「ＭＭ 」 が候補地。約 億
円投資。現地経済紙が報じた。（２面）
　

■オムロン、開発・生産を再編
スイッチ／アジアで本格量産

　

　オムロンは、産業機器用スイッチの開
発・生産体制を再編する。開発部隊を上
海に一部出向させ、現地で新製品の設計
・開発。インドネシアでマイクロスイッ
チの生産に年内にも乗り出す。（ 面）
　

■韓国、日本での資金調達拡大
サムライ債 億円／昨年に迫る

　

　韓国の金融機関が、日本での資金調達
が増えている。１―９月の韓国のサムラ
イ債発行額は 億円となり、近年で最
高だった 年の 億円に迫る勢いだ。
アイ・エヌ情報センター調べ。（ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■日本電産、台湾モーター研究所
基礎技術を高度化

　

　日本電産は、台湾・台南市にモーター

基礎技術研究所を開設し、稼働した。構
造や制御技術の基礎研究を行う。国家関
連の研究機関や主要大学、現地企業との
産学共同研究で高度化を狙う。（３面）
　

■日産九州、全量を調達
東アジアと地場から部品 ％ずつ

　

　日産自動車は、生産子会社の日産自動
車九州で生産する車両の部品を、全量九
州・中国地方と、タイやインドを含めた
東アジアから調達する。国内外の調達比
率は、ほぼ ％ずつ。 （６面）
　

□９月 日（木）　□
　

■ベトナムの水力発電を支援
三井住友銀行の融資に貿易保険

　

　日本貿易保険は、ベトナムのインフラ
整備への三井住友銀行の融資を支援。ベ
トナム北中部に水力発電所を建設するベ
トナム企業への融資 万 （約 億
円）の貿易保険を引き受ける。（１面）
　

■ベトナムにＮＣ装置の保守部門
三菱電機／工作機械の稼働増加

　

　三菱電機は、ベトナムの販売現地法人
内にＮＣ装置のアフターサービス部門を
新設する。自動車産業を中心とする製造
業の進出に伴い、ＮＣ装置付き工作機械
の稼働台数が増えている。 （７面）
　

□９月 日（金）　□
　

■タイで鋼材の保管・輸送
日通・ＪＦＥ物流

　

　日本通運とＪＦＥ物流は、タイ国内で
ＪＦＥスチールの現地法人に対して鋼材
商品の保管、輸送サービスを提供する。
タイは自動車会社の増産や工場の新設が
相次いでいる。 （ 面）
　

■「Ｈ２Ｂ」アジアに照準
三菱重工／資源監視など

　

　三菱重工業は、国産大型ロケット「Ｈ
２Ｂ」をアジアなど需要拡大が見込まれ
る地球観測衛星の打ち上げ受注獲得を本
格展開。資源監視や災害観測に使われる
地球観測衛星として売り込む。（ 面）

　

■アジア域内の工場運営を最適化
ヨロズ／タイ社長に権限（ 日６面）

　

■軸受にポスコ製鋼板
大豊工業、コスト ％減（ 日５面）

　

■電動ドライバー、廉価版を投入
ハイオス、アジア向け（ 日６面）

　

■フィリピンで製粉プラント
サタケが受注（ 日６面）

　

■書体追加で韓国社と提携
ソフトバンク・テクノロジー（ 日９面）

　

■マレーシアで水道管補修
東京都、収益改善を支援（ 日 面）

　

■韓国・石化事業への参画視野
昭和シェルが専門チーム（ 日 面）

　

■ミャンマー経済 投資センター開設
ベトナム経済研究所（ 日３面）

　

■インドネシアに小型車
ダイハツ「アイラ」（ 日５面）

　

■射出成形機シェア、タイで ％に
海天国際ＨＤ（ 日６面）

　

■羽田―テンパサール、週７便に
ガルーダ・インドネシア航空（ 日 面）

　

■フィリピンで電動３輪タクシー
テラモーターズ（ 日５面）

　

■ベトナム通関システム受託
ＮＴＴデータ（ 日９面）

　

■ベトナムで２輪車保険
伊藤忠／ホンダ向け（ 日 面）

　

■カプコン、インドネシア参入
モバイルゲーム（ 日 面）

　

■マレーシアの羊毛加工２社買収
ニッケ（ 日 面）

　

■フジコピアン、ベトナム社買収
インクリボン（ 日 面）

　

■バングラで手袋を生産
東和コーポ／第４の拠点（ 日 面）

　

■韓国の日本人観光客 ％増
８月 万 人（時事 日３面）

　

■ヘッドレスト部品、新興国で拡販
住金物産／インドなど（ 日９面）

　

■風力発電で韓国家電と協業
エルステッド（ 日 面）

　

■大建工業、インドネシアに事務所
ドア・収納販売（ 日 面）

　

■ファミマ、タイ 店体制
ＣＲＣと提携（ 日 面）

　

■日本伸管、タイ工場を稼働
高精度アルミ伸管品量産（ 日 面）

　

■ベトナム投資環境整備で協力
日商・東商／覚書に調印（ 日３面）

　

■みずほ銀行、アジア本格開拓
ベトナム・消費者向け（ 日 面）

　

■七宝金型工業、タイに新工場
アルミダイカスト（ 日６面）

　

■タイ商業銀と提携
日本政策金融公庫（ 日３面）

　

■スズキ、インドで２勤を一部再開
日量 台（ 日６面）

　

■フクダ、タイに計測器合弁
技術・サービス支援（ 日７面）

　

■東南アに水環境技術を移転
テックコーポ（ 日 面）

　

■タイ港湾公社と事業拡大で提携
名古屋港管理組合（ 日 面）

　

■ＤＯＷＡ、タイにガス軟窒化炉
日系の品質要求に対応（ 日 面）

　

■ベルト装置、アジアに標準品投入
日本ベルティング（ 日 面）

　

■タイ工場に第２期投資
古河スカイ（ 日 面）

　

■超高圧送電線用トンネル工事受注
　シンガポール／大林組と西松建設（ 日 面）
　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　エンジンの現地化が成長の条件
　「日産がここから先、
ＡＳＥＡＮ市場で成長す
るにはエンジンの現地化
が前提条件」と日産自動
車副社長の西川広人さ

ん。愛知機械の子会社化で「現地化を進
める準備ができた」と満足げ。現地生産
は「ある程度オペレーションしてもら
う」と宣言。 （ 日 ５面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　現地主義

　「新興国向け低価格車
用の部品の開発は日本に
いてはできない」とヨロ
ズ会長の志藤昭彦さん。
「インド向けなら直接イ

ンドで車を見なくては」と現地の重要性
を説く。「 部品の 機能を絞り込むこと
や、工程を単純化する」アイデアが見え
てくる。 （ 日 ５面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　密輸入車対策

　「ミャンマーでの２輪
車の現地生産に事業性は
ない」とホンダ専務の大
山龍寛さん。年内に販売
を開始する予定。ミャン

マーで売られる２輪車はほぼ中国から流
入する密輸入車が多い。関税のかかって
いない車と対等に競うのは難しく「法整
備が必要」と訴える。 （ 日 ９面）

ＴＥＬＯＰ

ＣＨＩＮＡ

日系自動車メーカーの８月
の中国販売と生産対応

社　名 販売台数 生産対応

トヨタ 約
天津一汽トヨタ 広汽
トヨタの工場は －
日に休止 四川一汽ト
ヨタは 日に休止

日 産 　
３工場を － 日に休
止

ホンダ 　

５工場のうち一部は計
画より操業度を落とし
て稼働

マツダ 　
南京工場を 日に
休止

三菱自 通常操業

スズキ 約
　　

重慶工場の操業を昼夜
２勤から 日まで昼間
の１勤に

富士重 　 現地生産なし

※カッコ内は前年同月比増減％、 はマイナス

　

■「鍋源」上海に海外１号店
物語コーポレーション（ 日 面）

　

■上海工場から合弁に移管
田淵電機／リアクター（ 日９面）

　

■キヤノン、２工場再開
珠海・中山（ 日２面）

　

■堀場、上海に試験施設
燃費計測・排ガス分析（ 日９面）

　

■キリン堂、営業許可を取得
ドラッグストア（ 日 面）

　

■日中問題－４社中３社で深刻化
大商まとめ（ 日２面）

　

■鴻海、中国工場を再開
ｉ ５部品（時事 日３面）

　

■創研、中国の鋳物工場増強
倍／月 （ 日８面）

　

■日本企業の中国進出１万 社
帝国データ（ 日３面）

　

■エクセル、大連の新工場 月稼働
車用ブロー成形製品（ 日６面）

　

■ツムラ、日中で設備増強
漢方薬／ラインと倉庫（ 日 面）

　

■中国デモ「影響あり」 ％
神戸商工会議所（ 日 面）

　

■上海の国交 周年行事延期
ニッポン・エキスポ（時事 日２面）

　

■「経済外交」真価問われる
財界総理に修復糸口（ 日２面）

　

■ショーワ、中国に購買センター
広州・上海が候補（ 日６面）

　

■航空キャンセル、 年以上
成田空港社長（ 日 面）

　

■京都銀行、中国・東南ア駐在増員
顧客 社を支援（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　紙幣番号を記録
　 中国の金融機関では
偽札を防ぐために紙幣番
号を装置で記録する需要
・要望が出てきた」と富
士通フロンテック経営執

行役の木村敦則さん。ＡＴＭの紙幣還流
ユニットで紙幣番号の記録に対応。出金
機向けにも「廉価版の識別装置の開発を
進めている」とか。 （ 日 ８面）

　

□９月 日（月）　□
　

■日系、デモの被害相次ぐ
パナソニックなど／工場放火

　

　日本政府が尖閣諸島を国有化したこと
に抗議する大規模な反日デモは、中国各
地で行われた。パナソニックなど日系企
業 社で工場が放火されたり、生産ライ
ンが破壊されたりした。（時事 １面）
　

■トヨタ店舗に放火
パナソニック、工場閉鎖

　

　トヨタ自動車によると、中国の反日デ
モで青島の販売店が放火された。パナソ
ニックによると、青島と蘇州の生産拠点
に暴徒化したデモ隊が乱入。建物の一部
に被害。珠海の工場は閉鎖。 （１面）
　

■三井物産、中国で物流支援
香港最大の商社と共同

　

　三井物産は、香港最大の商社であるリ
ー＆フングループ傘下の香港エル・エフ
ＬＦ ロジスティクスと共同で、中国や
アジア地域に進出する日系企業向けに国
際総合物流サービスを始める。（１面）
　

■食品・飲料、中国進出を加速
中間所得者層増加／安全な日本食品

　

　食品・飲料メーカー大手が中国での本
格展開を加速している。中国リスクはあ
るが、中間所得者層が増加傾向にあるな
ど需要拡大が見込まれる。安全性が高い
日本の食品への期待も大きい。（ 面）

　

□９月 日（火）　□
　

■中国内陸・インド南部を開拓
ユアサ商事／工作機械

　

　ユアサ商事は、中国内陸部とインド南
部で工作機械を中心とした生産財販売事
業を拡大する。７月に安徽省合肥市に同
国６カ所目の営業拠点。８月はインド・
ベンガルールに同国２カ所目。（５面）
　

■小田急百、日本流の接客技術
中国企業にノウハウ伝授

　

　小田急百貨店は、中国国内の小売業に
対し日本流の接客技術などを教習する。

接客販売ノウハウを中国の小売業に伝授
することで、接客サービスレベルを引き
上げてもらう。 （ 面）
　

■表面処理加工能力を倍増
フロロコート／上海工場

　

　フロロコートは、上海市にある ％
子会社の工場の表面処理加工能力を２倍
に引き上げる。フッ素樹脂表面処理工程
で用いる大型バッチ式焼成炉と自動焼成
ガス炉の計２機種を新規導入。（ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■経済互恵に懸念－中国デモ
日系企業への襲撃続く

　

　中国国内では連日、反日デモが展開さ
れ、日系企業への襲撃が続く。日本企業
では工場や店舗を休業せざるを得ない状
況に追い込まれ、経済的損失が懸念され
始めた。 （深層断面 面）
　

■自動車、操業停止－中国デモ
販売店が被害

　

　中国デモで、自動車メーカーも軒並み
車両工場などの操業を停止。トヨタ自動
車、日産自動車、ホンダは青島市の販売
店が被害にあった。中国は成長戦略の軸
だけに懸念が強まる。 （２面）
　

■車部品も操業停止－中国デモ
まず安全対策／自宅待機

　

　中国のデモで、自動車部品メーカー
は、安全対策を講じる。カルソニックカ
ンセイは広州と鄭州の生産拠点を休業。
曙ブレーキ工業は自宅待機。横浜ゴムは
操業を休止。 （５面）
　

□９月 日（木）　□
　

■中国納入「突如キャンセル」
ヤマハ発社長／工場以外にも影響

　

　国内２輪車メーカー４社が合同記者会
見を開いた。柳弘之ヤマハ発動機社長は

中国政府系機関への小型船用のエンジン
数百台の納入が「突如キャンセルされ
た」と工場稼働以外にも影響。（５面）
　

■日系車メーカー、操業を再開
中国デモ／ホンダなど

　

　中国デモで現地工場を止めた日系自動
車メーカーが操業を再開する。 、 日
に全５工場を停止したホンダは 日から
３工場を再開。日産自動車、三菱自動
車、マツダも 日から再開。 （５面）
　

□９月 日（金）　□
　

■産業界、不買運動に懸念
中国デモ沈静化

　

　中国のデモは沈静化しつつあるが、産
業界では不買運動への懸念。日本自動車
工業会の豊田章男会長は「日本ブランド
が普通のショッピングリストに載る日を
一日も早く取り戻したい」。 （２面）
　

■「中国減速」に警戒感
対中輸出の減少、歯止めかからず

　

　中国経済減速への懸念が強まってい
る。８月の貿易統計で対中国輸出は前年
同月比 ％減の 億円。輸出全体の
約 ％を占める対中輸出の減少は歯止め
がかからず、３カ月連続減だ。（２面）
　

■中国の粗鋼生産、減少は一過性
６カ月ぶり 万 割れ／鉄連会長

　

　日本鉄鋼連盟の友野宏会長は、定例会
見で中国の粗鋼生産が８月に６カ月ぶり
に 万 を割ったことに触れ、同国の
生産が伸びていく流れに変わりなく減少
は一過性との見方を示した。 （ 面）
　

■日用品・食品、相次ぎ新工場
文具・プラス／花王／カルビー

　

　日本の日用品メーカーや食品会社など
が新工場の立ち上げるが進む。文具メー
カー・プラスは上海市で旧工場を移転・
拡張した新工場を稼働。花王、カルビー
も 月に新工場を稼働。 （ 面）

□９月 日（月）　□
　

■日中国交 周年式典中止
中国側が申し入れ

　

　日中国交正常化 周年（ 日）に合わ
せて 日に北京で予定されていた大規模
記念式典が中止になったことが分かっ
た。主催者の「中日友好協会」が日本側
関係者に一斉に通知。 （時事 ２面）
　

■トヨタ、全面稼働
中国の工場／安全と判断

　

　トヨタ自動車は、中国にあるすべての
工場を 日から稼働させる。デモが収束
し、安全に操業できると判断。中国には
九つの生産子会社に工場があり、一部工
場の稼働を見合わせていた。 （２面）
　

■東海ゴム、上海にホース工場
現地拡販／日本への輸出拠点

　

　東海ゴム工業は、上海市に現地資本企
業との合弁で４輪車用ホースの生産拠点
を新設、年末稼働。約４億円投資。現地
資本自動車メーカーに拡販。日本などへ
の輸出拠点としても活用する。（７面）
　

□９月 日（火）　□
　

■上昇気配も 中国 の影
定点観測／日刊工業新聞社

　

　日刊工業新聞社の 年度下期の景気
定点観測調査によると、景気が「上昇」
と答えた企業は足元が ％、下期は
％ 年度上期は ％と 足踏みから徐々
に明るさ。中国リスクの影も。（１面）
　

■ＪＵＫＩ、上海で実装機生産
低価格から／工場拡張

　

　ＪＵＫＩは、上海で電子部品実装機の
生産を 年秋に始める。工業用ミシン
を製造する上海工場を拡張し、実装機の
セル生産体制を築く。低価格なエントリ
ー機を皮切りに。 （１面）
　

■鴻海・中国工場で暴動
「ｉ ５」に影響も

　

　台湾・鴻海精密工業傘下の富士康科技
の太原工場で 日夜、従業員数千人によ
る暴動が発生、施設の一部が壊された。
発売したばかりの「ｉ ５」の生産
にも影響が及ぶ可能性。（時事 ３面）
　

■マツモト機械、中国生産
溶接・切断システムの治具

　

　マツモト機械は、佛山市で日系自動車

部品メーカー向けの溶接や切断システム
用の治具、部品などの生産を 月に始め
る。 年２月に現地法人の佛山松元機
械を設立する。治具は特殊品。（ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■日中 周年－深まる経済互恵
日本のノウハウ、次代の中国に

　

　日本と中国が、国交正常化して 日に
周年を迎える。尖閣諸島をめぐり関係

は悪化。ただ日中は貿易・経済面で相互
依存、補完を深めており、切っても切れ
ない関係にある。 （深層断面 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■不買運動－自動車販売に影
８月／トヨタなど４社マイナス

　

　中国での不買運動の広がりが、自動車
販売に影を落としている。乗用車メーカ
ー８社の８月の中国販売は、前年の反動
減や中国メーカーの台頭で、トヨタ自動
車など４社がマイナスだった。（２面）
　

■全日空、キャンセル４万席
団体旅行客

　

　全日本空輸は、尖閣諸島をめぐり日中
間の緊張が高まった影響による団体旅行
客のキャンセルが約４万席に達した。中
国路線は同社の国際線の売上高の４分の
１を占める主要路線。 （３面）
　

■中国に「ロボ専門ＳＥ」
サンワテクノス

　

　サンワテクノスは、中国拠点にロボッ
ト専門のＳＥを配置した。顧客が持ち込
んできた加工対象物をロボットで処理す
るシミュレーションを実施。最適なロボ
ットを提案する。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■三和ドック、中古浮き船台購入
大型船の修繕／売却話増える

　

　三和ドックは、中古のフローティング
ドックを中国から購入する。船舶のバラ

スト水処理装置の設置依頼増加と大型船
の修繕に対応するのが狙い。中国や韓国
で売却話増える。 （３面）
　

■事務機器メーカー、生産リスク
リコー、部品調達に遅れ

　

　事務機器メーカーが、中国での現地生
産に神経をとがらせている。リコーは複
写機やレーザープリンター生産の深 工
場で部品調達に遅れ。サプライヤーで起
きたストで部品不足の恐れ。 （ 面）

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月１日 月曜日 　　 （ ）


